
亜 民

東 間

関 航

係 空

協 業

会 務

と P

の 維

間持 

の に

取 関

決 す

め る

財 

団 

法 

人 

交 

流 

協 

会 

と



民
間
航
空
業
務
・
の
維
・
持K

関

す

る

財

団
•
准

人

我

流

協

会

と
 

亜東関係協会との間0

取
ー
決
め 

• 

財

団

法

人

交

流

協

会
.(•
以

下

「
交

流

協

会

」

と

い

う

。
)

及

び

亜

東

関

係

協

会

は

、

千 

九

百

七

十

二

年

十

二

月

二

十

六

日

に

締

結

し

た

「
財

団

法

人

交

流

協

会

・

と

亜

東

関

係

協

会
 

と

の

間

の

在

外

事

務

所

相

互

設

・

置

に

関

す

る

取

決

め

」

第

三

項
(

十

一
)

及

び
(

十

二) 

に

関

連

し

、

次

に

掲

げ

る

箏

項

の

実

施

に

つ

い

て

必

要

な

関

係

当

局

の

同

意

が

得

ら

れ

る
 

よ

う

相

互

に

協

力

す

る

こ

と

を

合

意

し

た

。 

、

1
 

交

流

協

会

が

亜

東

関

係

協

会

に

対

し

て

通

知

す

る

航

空

企

業

は

、

次

に

掲

げ

る

商

業
 

航

空

路

線

に

お

い

て

定

期

航

空

業

務

を

運

営

す

る

。

㈤
 

日

本

内

の

地

点

—

台

北

及

ぴ
(

又

は
)

高

雄

—

ア

ジ

ア

に

む

け

る

六

地

点

⑶
 

日

本

内

の

地

点
1

台

北

—

マ
ニ
ラ

2
 

亜

東

関

係

協

会

が

交

流

協

会

に

対

し

て

通

知

す

る

航

空

企

業

は

、

次

に

掲

げ

る

商

業
 

航

空

路

線

に

お

い

て

定

期

航

空

・

業

務

を

運

営

す

る

。

台

北

及

び
(

又

は
)

高

雄

—

東

京
(

羽

田
)
•
1

ホ

ノ

ル

ル

ー

サ

ン

・

フ

ラ

ン

シ

ス



5 4 3
も 権 を で 点 (c)

1 の 本 及 問 1 き に 1 す シ コ

及 と 項 び わ 又 る お 又 る 台 ス 台 又
び す は 技 ず は 〇 け は ほ 北 コ 北 は

2 る 1 術
ヽ 2 る 2 か 及 及 ロ

に 〇 又 着 定 に 着 に 〇 び び ス

い は 陸 期 掲 陸 い 一 へ ■

う 2 権 航 げ を う 地 又 又 ア
定・ に を 空 る 省 航 点 は は ソ

期 掲 享 業 商 略 空 1 ゼ

航 げ 有 務 業 し 企 釜 高 高 ノレ

空 る す に 航 て 業 山 雄 雄 ス

業 航 る 従 空 い は 及 1 }
務 空 〇 事 路 ず

ヽ
び 東 東

の 企 す 線 れ 1 ソ 京 京

運’ 業 る に か 又 ウ /
営 が 相 お の は ノレ 羽 羽

に 運 手 け 地 2 田 田

関 航 方 る 点 に

し を の 定 の 掲 及 1
開 航 期 間・ げ び ア

1 始 空 航 の る へ ン

及 ・す 企 空 無 商 又 力

び る 業 業 着 業 は レ

2 時 は 務 陸 航 ッ

に に
ヽ

飛 空 日 ジ

い 同 /nt
無 従 行 路 本 1

う 時 着 事 を 線 内 サ

航 に 陸 す 行 上 の ン

空 実 横 る う 〇 後 •

企 施 断 と こ 中 に フ

す 飛 否 と 間 合 ラ

常
へ る 行 と が 地 意 ン



双

方

の

間

で

運

航
.
回

数

、•
使

用

機

材

、•

運

賃

等

に

関

す

る

業

務

取

決

め

を

早

急

に
•
締
結 

す

る

も

の

と

す

る

。

6
 

丄

及

び
2

に

い

う

定

期

航

空

業

務

安

全

か

つ

円

滑

な

運

営

を

確

保

す

る

た

め

、

国 

際

民

間

航

空

機

関

等

に

よ

っ

て

確

立

さ

れ

て

い

る

標

準

方

式

及

ぴ

手

続

が

準

用

さ

れ

る

。 

ーー 

両

協

会

は

ー

の

丄

又

は
2

に

掲

げ

る

商

業

航

空

路

線

に

つ

い

て
•

関

保

当

局

の

許

可

に

変
 

更

が

あ

る

場

合

、

相

手

方

の

航

空

企

業

が

路

線

の

変

更

を

希

望

す

る

場

合

又

は

こ

の

取

決
 

め

の

円

滑

な

実

施

の

た

め

に

・

双

方

が

特

に

必

要

と

認

め

る

場

合

に

は
•

所

要

調

整

を

図

る
 

た

め

に

協

議

し

必

要
K

応

じ

こ

の

取

決

め

を

修

正

す

る

も

の

と

す

る

。 

三 

こ

の

取

決

め

は

、

千

九

百

七

十

五

年

七

月

九

日

に

効

力

を

生

ず

る

も

の

と

し

、

い
ず
れ 

か

ー

方

の

協

会

が

こ

の

取

決

め

を

終

了

さ

せ

る

猷

思

を

他

方

の

協

会

・
.

・

通

告
す

る

場

合

亿 

は

、

当

該

他

方

の

協

会

が

そ

の

通

告

を

受

領

し

た

日

の

後

九

十

日

で

終

了

す
,

る

も

の

と

す
 

る

。

本

取

決

め

は

日

本

語

及

び

中

国

語

に

よ

り

作

成

し

、

双

方

の

代

表

は

、

以

上

の

証

拠

と

し
 

て

、

千

九

百

七

十

五

年

七

月

九

日

、

台

北

に

お

い

て

、

こ

れ

に

署

名

し

た

。
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表



合 

意 

議 

事 

録

㈠

ー
 

の
/

の

日

本

内

の

地

点

は

東

京

及

び

他

の
 

ー
地

点

と

す

る

〇

㈡

ー
 

の
/

(a,
のアジアに
'

け

る

六

地

点

と

は

香

港

、

シ

ン

ガ

ポ

—

ル

、

バ
ン
コ

ツ

力

等

亜

東

関

係

協

会

の

同

意

ル
ン
ブ
I

ル

、

タ

、

ダ

で

カ
ル

ア
ラ

ジ
ャ

ツ

地
点

す
る

る
〇

と
す

の
規

高
雄

本
の
ー
ー

㈢

・一

定

は

、

台
北

地

点

の

間

運
航

の

み
の

を

妨

げ

る

の5

と
日

ク

、

ク

も

の

で

は

な

い

。

㈣
 

ー

の

么

の

前

段

の

規

定

は

、

定

期

、

不

定

期

を

問

わ

ず

相

手

方

の

す

べ

て

の

民

間
 

航

空

機

に

認

め

る

も

の

と

す

る

。

国 

一

の

么

の

後

段

の

規

定

は

、

い

ず

れ

か

一

方

の

航

空

企

業

が

運

航

を

開

始

し

得

る
 

態

勢

と

な

っ

た

時

点
(

た

と

え

ば

、

当

該

企

業

が

相

手

方

か

ら

運

航

許

可

を

得

た

時

点
)

か

ら

有

効

と

す

る

用 

ー

の5

の

使

用

機

材

と

は

機

種

を

含

む

も

の

と

す

る

。



書

— と 本

九 し 合

亜 財 七 て 意

東
団 五 作 議

関
法 年 成 事

IK
人 七 し 録

係
交 月 た は

協
流 九 も 取

会 協・ 0 の 決

代
会 で め

代 本 の
表

表 取 解

決釈 

め に

と つ

—— い

体 

を・ 

な 

す 

も 

の 

で 

あ 

る

て 

両 

協 

会 

当 

事 

者 

の 

了 

解 

文
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書

簡

を

も

っ

て

啓

上

致

し

哇

す

。

本

会

長

はP

民

間

航

空

業

務

の

維

持

・

に

関

す

る

財 

団

法

人

交

宛

協

会

と

亜

束

関

・

係

協

会

と

の

間

の

取

決

め

す

に

関

し0

財

団

法

人

交

流

陥
 

会

の

代

表

者

と

亜

東

関

係

協

会

代

表

者

と

の

間

で

次

の

了

解

に

到

達

し

た

こ

と

を

通

報
 

致

し

哇

す

。

両

協

会

はや

民

間

航

空

業

務

に

関

す

る

財

団

法

人

交

施

觎

会

と

亜

東

関

係

施

会

と

の
 

間

の

取

決

め
/

及

びq

に

い

う

定

期

航

空

関

係

業

務

の

営

に

関

し

、

同

業

務

の

開

始
 

.
に

先

立

ち

連

航

回

数

、

使

用

機

材

、

迎

賃

や

運

航

時

刻

、

業

務

代

理

等

に

関

す

る

取

決
 

め

が

両

胡

会

間

又

は

同

取

決

め
/

及

ぴ4

に

い

う

航

空

企

莱

の

間

で

締

結

さ

れ

る

よ

う
 

配

慮

す

る

も

の

と

す

る

。

本

会

長

は

お

以

上

を

申

し

進

此

る

に

際

し

、

こ

こ

に

貴

理
.
事

長

に

敬

意

を

表

し

す

。

ー

九

七

五

年

七

月

九

日

台

北

で

財

団

法

人

交

流

册

会

会

長
殖

M

爲

三

 

亜
東
関
係
協

会

理

事

長 

- 

イ 

・ 

張 

研 

田 

殿

・


